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8.充電⽅法

9.出⼒⽅法

11.製品メンテナンスと保管⽅法

10.使⽤機器への給電・使⽤時間⽬安



充電の際は必ず付属の専⽤充電器をご使⽤ください。

本体の充電は、推奨温度が5〜30℃の環境下で⾏ってください。

充電の際は離れず必ず近くにいてください

コンセント部は埃などが溜まらないよう、注意してください

安定した場所でご使⽤ください。

⼩さなお⼦様の⼿の届かない場所で使⽤・保管してください。

本製品を移動させる場合は電源を切り、接続されているケーブルなどをすべて抜いた状態で⾏ってください。

1.安全上のご注意(必ずお守りください。)



充電中や使⽤中は本体を移動させないでください。

充電器やコード、プラグに破損等がある場合は使⽤しないでください。

破損状態のまま使⽤すると、発⽕や感電の原因になります。

ストーブなどの熱源の近くには置かないでください。

⾬や⽔、海⽔で濡れないようにしてください。

束ねたり



ご使⽤前に、以下の商品が揃っていることをご確認ください。

MC4ソーラー充電ケーブル 保証書説明書

AC電源コード カーチャージャー本体

395mm 190mm

2
2
0
m

m

2.使⽤上の注意事項

3.梱包内容



EneStorage1200 SPI-1200AT

22.4V  45AH   1008WH 

1200W(瞬間最⼤2400W)

DC13.5V 10A

DC13.5V 10A

 5-12V(最⼤18W)

PD18W PD100W（5〜20V・5A（最⼤）

18V 5A〜10A(100〜200W)

AC充電： 24V3.75AのACアダプターで約2.5H

⾞載充電： 13.5V/6Aの約80W 

                 ⾞載充電器で約10H

ソーラー充電： 

18V/6Aの120Wソーラーパネルで約12〜14H

18V/8Aの200Wソーラーパネルで約7〜9H

395*190*220mm(L*W*H)

約13㎏(本体のみ)

5.仕様データ

1008WH 



1.LCDディスプレイ

2.LCDディスプレイスイッチ

3.DC出⼒スイッチ

4.TYPE-C出⼒ポート

5.USB-A 出⼒ポート

6.input・AC⼊⼒⼝

7.DC⼊⼒・ソーラー・

シガーソケット充電⼝
8.DC5521出⼒ポート

9.AC出⼒コンセント

10.シガーソケット出⼒

11.AC出⼒スイッチ

12.LED灯のスイッチ

13.LED灯

①：現在の仕様状況や蓄電量が表⽰されます

②：LCDディスプレイスイッチ（①）を⼀回押すとオンになります。もう⼀度押すとオフになります。

③：DC出⼒スイッチ（④.⑤.⑧.⑩）を⼀回押すとオンになります。もう⼀度押すとDC出⼒オフになります。

④-⑤：USB出⼒ポート

⑥-⑦：付属の充電コードやシガーソケットやMC4ソーラー充電ケーブルを使⽤してEneStorage1200本体の充電を⾏います。

⑧-⑩：各種（DC / AC）出⼒ポート

⑪：AC出⼒（⑥）オンになります。もう⼀度押すとAC出⼒オフになります。

放熱ファン

製品の仕様

各出⼒スイッチのいずれかを押すと、各機能が起動し出⼒可能状態になります。

再度押すと出⼒機能はOFF状態になります。

いずれかのスイッチを5秒間⻑押しすると、本体の電源がOFFになります。

※本体の出⼒スイッチがONになっている状態で、何も接続されておらず出⼒がない場合は、約4時間後に⾃動的に電源がOFFになります。

事前に各出⼒スイッチを2秒間⻑押しすると、ディスプレイにそれぞれの出⼒マークが点滅表⽰され、出⼒待機状態を維持します。

ご注意：本機が充電中にいずれのスイッチを⻑押ししても本機をOFFにできません。

充電を辞めた後に本機をシャットダウンすることが可能です

②LEDライトの点灯について

LEDスイッチを⼀回押し：ローモード（明るさ50％）

LEDスイッチ２回押し：ハイモード（明るさ100％）

LEDスイッチ３回押し：消灯

LEDスイッチ２秒⻑押し：SOSモード（モールス信号）

SOSモードからLEDスイッチ１回押し：点滅モード

LEDスイッチ３回押し：消灯

6

6.各部名称と機能

⼀回押しでON/⻑押しでOFFになります



1.バッテリー容量表⽰

2.残り時間表⽰

3.充電時の⼊⼒パワー表⽰

4.出⼒パワー表⽰

5.DC出⼒表⽰

6.USB出⼒表⽰

7.AC出⼒表⽰

8.LEDライト起動表⽰

9.アラーム起動表⽰

10.⾼温保護回路起動表⽰

11.ファン起動表⽰

LCDディスプレイ

①：現在のバッテリー残量⽬安を表⽰します。

②：出⼒中の機器の合計使⽤時間（推定値）を表⽰します。

※接続機器の使⽤状況によって変動します。

③：充電時の効率・消費電⼒を表⽰します。

④：使⽤中の機器の合計消費電⼒（推定）を表⽰します。

⑤-⑦：各種出⼒状態を表⽰します。

⑧-⑩：各種機能が起動している場合に表⽰されます。

⑪：放熱ファンを起動した場合に表⽰されます。

※電源内部の温度が55℃に達す場合、放熱ファンが起動されます。

※推定数値となり、機器⾃体の値と異なる場合がございます。

※出⼒時の消費電⼒表⽰時が1200ｗに近いほど、使⽤時間が短くなります。

エラーメッセージ⼀覧

Ed0１

Ed02

Ed3

Ed05/Ed07

Ed06/Ed08

Ed11

Ed12

EA01

EA02/EA22/

EA32/EA38

EA03/EA33

EA04/EA05/EA06/

EA07/EA36/EA37

EA08

EA09

EA10

EA11/EA30

EA12/EA31

EA13

EA40

EA41/EA45

EA42/EA43/EA44

E34/E35/E39

H-1

L-1

DC出⼒⼝①の過負荷保護措置起動

DC出⼒⼝②の過負荷保護措置起動

DC出⼒ショート保護措置起動

電池低温保護措置起動

本体充電時の⾼温保護措置起動

MPPT過電圧⼊⼒保護措置起動

ORMPPT通信エラー

MPTT⾼温保護起動

本体変圧通信エラー

過負荷保護措置起動

短絡保護措置起動

本体⾼温保護措置起動

本体低温保護措置起動

AC出⼒過負荷保護措置起動

AC出⼒負荷低電圧保護措置起動

DC出⼒負荷過電圧保護措置起動

DC出⼒負荷低電圧保護措置起動

内部システムエラー

DCヒューズショート時の保護装置起動

内部電⼦基板システムエラー

内部電⼦基板システムエラー

本体への充電⼊⼒電圧・電流エラー

本体充電時のMOS過⾼温保護装置起動

電池低温保護措置起動

DC出⼒⼝に接続した機器を外して本体を再起動してください。

DC出⼒⼝に接続した機器を外して本体を再起動してください。

DC出⼒⼝に接続した機器をすべて外して本体を再起動してください。

内部温度が上昇して充電再開するまで⼀時的に放置して下さい。

本体内部温度が下がって充電再開するまで⼀時的に放置して下さい。

充電ケーブルを外してソーラーパネルやDC⼊⼒からの充電電圧をご確認いただき、再度

適切な充電電圧で充電して下さい。

充電ケーブルを外して本体の温度が下がるまで⼀時的に充電を停⽌してください。

本機を再起動してください。

接続機器の数や接続の消費電⼒を減らして本体を再起動してください。

AC出⼒⼝に接続した機器を全部取り外して、短絡原因を確認してから本体を再起動してください。

電池温度が下がるまで出⼒などの使⽤を停⽌し、通⾵性が良い箇所で⼀時的に放置して下さい。

温度が上がるまで出⼒などの使⽤を停⽌し、⼀時的に放置して下さい。

AC出⼒⼝に接続した機器を全部取り外して、接続機器の電圧を確認し、本体を再起動してください。

AC出⼒⼝に接続した機器を全部取り外して、接続機器の稼働電圧を確認し本体を再起動してください。

DC出⼒⼝に接続した機器を外して接続機器の電圧を確認し、本体を再起動してください。

DC出⼒⼝に接続した機器を外して、接続機器の電圧を確認し、本体を再起動してください。

本機を再起動してください。

販売元へ問い合わせいただき、修理を⾏ってください。

本機を再起動してください。

本機を再起動してください。

本機を再起動してください。

充電器を直ちに外して本体への充電を停⽌し、温度が低下から再度充電を⾏ってください。

内部温度が上昇した際に充電再開となりますので⼀時的に放置して下さい。

エラーコード 原因 対処



EPS機能について

本機はパススルー機能が搭載されています。

本体充電中に、放電・出⼒も可能です。ACコンセントやDC⼊⼒からの電気を直接に変圧して出⼒する

仕様となっております。

本体への充電中に突然⼊⼒が切れた場合も継続して出⼒を⾏い、本体の内蔵バッテリーから電気供給

を維持します。

各種保護機能について

➡故障原因を解除し、本機を再起動してください。

負荷を定格以下にし、本機を再起動してください。



●本製品を初めてご利⽤になる時は充電してからご使⽤下さい。

●各出⼒スイッチを⼀回押してONにして下さい。

●使⽤になる機器の瞬間最⼤及び定格消費電⼒を必ずご確認下さい。

接続する電気製品の合計消費電⼒は、定格消費電⼒が1200ｗ以下、瞬間最⼤出⼒は、2400ｗ以下になる様にして下さい。

※瞬間最⼤出⼒は、定格消費電⼒とは異なります。電源起動時にかかる瞬間出⼒は⼀般的に定格出⼒の3〜7倍となります。

●⼤型消費電⼒の電気製品を接続して使⽤した後に、本機内部が⾼温の状態が暫く続くので、各出⼒をシャットダウンしても

放熱ファンがまだ約10分位で継続稼働することがあります。

●本製品は、医療機器などの使⽤を⽬的とした商品ではないため、安全上、利⽤をお勧めできかねます。

●使⽤する電気電機の取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

DC13.5V出⼒x2⼝

1200W

①Type-C：PD18W*１⼝　

 PD100W  5〜20V・5A

（最⼤）*１⼝

②QC3.0：5~12V(最⼤18W)*３⼝

13.5V

13.5V

13.5V

13.5V

持ち運び・設置時の注意事項

デジタルカメラ



8.充電⽅法

①【家庭⽤コンセント（AC100V）から充電する場合】

付属の電源コードで充電した場合、約2.5時

間で満充電となります。

AC充電⽤の電源コード

②⾞のシガーソケットから充電する場合（DC12/24V）

カーチャージャー
DC12Vの⾞から付属のカーチャージャーで

充電する場合は満充電までの⽬安時間：約9.5H



③【太陽光で充電する場合】

①MC4出⼒かつ出⼒電圧・電流が18V〜28V/最⼤16Aのソーラーパネルをご利⽤下さい。

弊社推奨ソーラーパネル：TYH-200WA（別売り）※本体の⼊⼒差込⼝が三⾓形状の為、付

属のMC4〜XT60変換⽤のソーラー充電ケーブルをご利⽤下さい。

②本体のLCPディスプレーに表⽰されるバッテリー残量を確認します。【充電開始】バッテリー残量が上

   昇すると表⽰されます。【充電完了】バッテリー残量 【100％】の表⽰となります。

③満充電次第に、ソーラーパネルのケーブルを取り外します。

※ソーラー充電による充電時間は太陽光の強さ・照射時間・設置⾓度などによって変動します。

適応条件：18V　ソーラーパネル

（10V-28V適応可能）

付属のMC4-XT160ソーラー充電ケーブル

当社200ｗTYH-200WAで充電する場合

満充電までの充電時間⽬安：7-9Ｈ

※理想の照射条件での充電の場合

イ：当社の120Ｗソーラーパネルで充電する場合

別途にTYH-MC4　DC5525-MC4変換ケーブルをご⽤意し、本ポータブル電源本体に付

属のMC4ソーラーパネルと兼⽤してご利⽤下さい。

付属のMC4ソーラー充電ケーブル

当社120Wソーラーパネル[TYH-120WA]で充電する場合

満充電までの充電時間⽬安：約12-14Ｈ

※理想の照射条件での充電の場合

（TYH-120WA　別売り）

変換ケーブル（別売り）
TYH-MC4 DC5525-MC4

ア：当社の200ＷソーラーパネルTYH-200Wで充電する場合 



9.出⼒⽅法

【AC100V出⼒】
AC出⼒から取り出せる電⼒は合計で1200Wまでとなります。

1200Ｗを超える電機機器を接続すると、保護回路により【エラー表⽰】が点灯し出⼒停⽌します。

※モーターなどの⼤きな起動電⼒（最⼤2400Ｗ超過）が必要の電気機器を接続した場合は、

開始時【エラー表⽰】が点灯し、出⼒停⽌となりますが故障ではありません。

※本機が対応の周波数は接続される電気製品の仕様により⾃動的にペアリングします。

※本機は電圧変圧器との併⽤が出来ません。

使⽤後は出⼒スイッチをOFFにして、すべての機器を取り外してください。

AC出⼒マークがディスプレーに表⽰し、出⼒スイッチが緑で点灯し、交流出⼒が可能な状態になります。

【DC出⼒】
1）本体を⽔平で安定した場所に置き、DC出⼒スイッチを押します。

DC出⼒マークがディスプレイに表⽰し、DCスイッチが緑で点灯する時に、DC出⼒が可能な状態になります

※バッテリー残量がない場合は充電を⾏ってください。

2）直流機器の電源プラグを本体のDCジャック/シガーソケットに接続します。

3）使⽤後、出⼒スイッチをOFFにして、本体と電気機器の接続を解除してください。

【USB出⼒】

1）本体を⽔平で安定した場所に置き、「DC出⼒スイッチ」を押します。

DCスイッチが緑で点灯し、DCマークがディスプレイに表⽰する時に、USB出⼒が可能な状態になります

2）USBプラグを本体のUSB出⼒に接続します。

3）電気機器のスイッチをONにする。　

※注意※

各出⼒が低電流や低パワーで⼊⼒時の連続出⼒維持機能について

AC出⼒ポートの連続稼働維持機能 ACスイッチを2秒間⻑押しすると、AC出⼒ポートが連続稼働します。

※消費電⼒が20W以下の電気製品を使⽤する際、この機能を有効にしないと4時間後に⾃動的に出⼒が停⽌します。

連続給電するためには、AC出⼒を利⽤する前に2秒⻑押ししてください。特に、間⽋的に作動する電気製品（冷蔵庫など）

や消費電⼒が⼩さいもの（扇⾵機やスマートウォッチなど）を使⽤する場合、必ずACスイッチを2秒⻑押ししてください。

２.DC出⼒ポートの連続稼働維持機能

DC12V出⼒ポートやシガーソケットに接続する電機製品の消費電⼒が2W以下の場合は、

ご使⽤前にDC出⼒スイッチを2秒間⻑押しして下さい。この機能を有効にしないと

出⼒４時間後に⾃動的に出⼒が停⽌しますのでご注意下さい。



10.使⽤機器への給電・使⽤時間⽬安

約15-22時間 約30-45回 約30-45回

約3-20時間 約6-9時間 約9-45時間

約60-90時間 約36-60時間 約60-90時間

約13時間 約60回 約60回 約20時間 約45時間 約300時間 約18時間 約16時間

AC30~250W



11.製品メンテナンスと保管⽅法

【メンテナンス】

・内蔵バッテリーの故障などを防ぐため、3か⽉毎に充電および通電のメンテナンスをお願いいたします。

・メンテナンス前は必ず充電器や接続されているコードをすべて取り外し、出⼒がOFFになっていることを確認してから⾏ってく

  ださい。

・本体や充電器の汚れは、⽔で薄めた中性洗剤を柔らかい布に含ませ汚れを拭き取り、最後に乾いた布で洗剤と⽔分が残

  らないように乾拭きしてください。

・充電⼝や各出⼒端⼦の接続部に、⽔や洗剤が⼊らないようご注意ください。

・アルコールやシンナーなどは、塗装剥がれの原因となりますので使⽤しないでください。

【保管⽅法】

・⻑期間使⽤していないときも徐々に⾃然放電します。電池残量が少ない状態で⻑期間保管された場合は、
　完全放電になる可能性がございます。
内蔵バッテリーの故障などを防ぐため、3か⽉毎に充電および通電の確認を⾏ってください。

●下記の場所での保管はしないでください。

・周囲環境温度が-10℃以下/45℃以上/湿度70％以上のところ

・振動が多いところや不安定なところ

・⾬などの⽔にかかるところ
・粉塵やホコリが多いところ




